












































































































































年約 140~170 万戸という高い値を示していたが、1998 年から数年は 110~120 万戸に下がり、
2009 年には 1968 年以来４０年間維持していた 100 万戸台を大きく割り込み、それ以来 100 万
戸を超えることはなくなっている。しかし近年の推移を見ても着工数の数は減少傾向ではなく





















過去 30 年間に約 3倍になっている (図 2-2)。2018 年は「東京ミッドタウン日比谷」など大型
































































ベーションをはじめとした再生建築の展開を整理した ( 図 2-5、詳細は別紙参照 )。1970 年代
は日本のコンバージョンのさきがけとも呼ばれる倉敷アイビースクエアが誕生し、用途変更に
よって古いものに付加価値を高めることが認知された言える。また主な政策を見ると、建築基






に社会に広まることになる（図 2-5）。2010 年頃になると DIY に関する書籍が出版されたり、
2011 年に UR 都市機構が DIY 住宅 2) を試行的に実施を開始し、現在までその商品は至っている。
DIY よって専門知識がない人でも自分たちの手で住まい、暮らしを豊かに変えていくという新
たな再生の仕方も浸透しつつある。
図 2-5 主なコンバージョン 建築と社会動向
2)UR 都市機構ホームページ　https://www.ur-net.go.jp/chintai/diy/









































































































































































































































































































































































































































































































































　2020 年に訪日外国人観光客数 4000 万人を達成するという政府目標を掲げたこともあり、宿
泊市場は拡大し続けている。しかし外国人延べ宿泊者数が増加している一方で、全体の延べ宿














































































































































・松村秀一 編著「建築再生学 考え方・進め方・実践例」,市ヶ谷出版社 ,2016
・松村秀一 監修「コンバージョン [計画・設計 ]マニュアル」,エクスナレッジ ,2004
・コンバージョン委員会「建築コンバージョン事例集 100」, テツアドー出版 ,2004
・海外の四地域における建築コンバージョンのデザイン手法と都市的背景に関する研究　首都


























































　国内で定期的に出版される主要建築雑誌（「新建築」1990 年 1 月号− 2018 年 8 月号、「新建








































1)「新建築」,新建築社 ,1990 年 1 月号 -2018 年 8 月号 







　住居施設が 30 事例と大半を占める。次いで業務施設、産業施設が 9 事例、商業施設が 8 事
例であった (表 3-3)。
□後用途カテゴリ　
　前用途カテゴリと同様に住居施設が 38 事例と大半を占める。次いで宿泊施設が 17 事例、複
























□建設年　1980 年代に建設されたものが 15 事例、次いで 1960 年代に建設されたものが 12 事











次いで鉄骨造が 22 事例となっている ( 図 3-3)。鉄骨鉄筋コンクリート像とレンガ像は数が少
なくなっている。また、混構造をみると No,25 から事例数が増えており、2005 年以降に複数
の構造種類を用いて転用する事例が見られることがわかる。






















































































































































































































































































































































































































































































































られた ( 図 4-20）。既存と新設の素材の対比を行うことで部分と部分に新たな関係性を生み出
している (図 -21)。
□面的操作
図4-20　面的操作 図 4-21　間仕切り壁と既存柱の対比 (No,19)
天井仕上げの再編 間仕切壁の再編集










してロフトを設けるといった操作が主であった ( 図 4-22)。また入れ子状のボリュームを入れ
ることで内部空間に変化を与える操作も増え、既存建築の大きさを活かしあえて余白を残すと




























































































































































No.1 ガゾメーター No.2 リンゴット























































の対象事例でもある「倉敷アイビースクエア」や「サッポロファクトリー ( 新建築 1993 年 3
月号掲載）」( 図 5-6)、【倉庫系】では「横浜赤レンガ倉庫 ( 新建築 2002 年 6 月掲載 )」( 図


























































図 5-9　日本最古の木造サイロ (北海道 )
図 5-11　SILO HOUSE 外観 図 5-12　SILO HOUSE 内観












































































































































































































































































































































































































































































































1) 小林克弘 他「世界のコンバージョン建築」,鹿島出版会 ,2008
2) 小林克弘 他「世界のコンバージョン建築Ⅱ」,鹿島出版会 ,2011
3)「新建築」,新建築社 ,1990 年 1 月号 -2018 年 11 月号
4)「新建築 住宅特集」,新建築社 ,1990 年 1 月号 -2018 年 8 月号
5)「日経アーキテクチュア」,日経 BP 社
6) 松村秀一 編著「建築再生学 考え方・進め方・実践例」,市ヶ谷出版社 ,2016 
7) 松村秀一 監修「コンバージョン [計画・設計 ]マニュアル」,エクスナレッジ ,2004
8) コンバージョン委員会「建築コンバージョン事例集 100」, テツアドー出版 ,2004
9) 小池志保子 他「リノベーションの教科書 企画・デザイン・プロジェクト」,学芸出版社 ,2018
10) 小林克弘 他「スカイスクレーパーズ　世界の高層建築の挑戦」,鹿島出版会 ,2015












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































動機 １、周囲創出　２、経済 操作手法 建築の大きさ
事例No. 27




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































動機 周囲創出 操作手法 建築の大きさ、素材、ソフト
事例No. 67




















































































































































































動機 懐古 操作手法 素材、時間、建築の大きさ
事例No. 70
延岡の家
寸法体系の変更 昔の従業員の記憶を大
事にする
鉄骨と木造、ガラスが
入り混じる空間
構造部材（S+木造） 壁・天井：既存現し
間仕切り壁の再編集
ガラス間仕切り
床：フローリング
スケルトンのみの「空洞
」：未来のアクティビティ
はなれ（既存倉庫部）
開口
住居：住居
